
 
 
 
 
 
 
 

令 和 ６ 年 ６ 月 定 例 教 育 委 員 会 会 議 録  

 

 日 時  令和６年６月２６日（水）午前９時００分～午前１０時３０分 
 

 

場 所 

 

扶桑中学校 

 

 

出席者 

 

教育長       澤木貴美子 

    

学校教育課長         奥村 洋 

教育長職務代理者  千田まち子  生涯学習課長      松原 薫 

                教育委員      江口夏世 学校教育担当主幹兼指導主事 

教育委員      千田正仁 

 

 

                    寺谷裕良 

 

 

 学校教育担当統括主査兼指導主事 

教育部長       仙田剛宏 

           

            上田勇人 

  

         
 

 
   

 

 

 

議 題 

 

 

及 び 

 

 

結 果 

 

２ 協議事項 

 

 

（１）令和６年度６月要・準要保護児童生徒の認定について    承認 

（２）後援依頼にいて 

①NPO法人東海つばめ学習会 扶桑教室            否認 

（３）当面の諸課題について 

 

３ 連絡事項 

（１）行事予定表について 

 

４ その他 

（１）６月定例会一般質問の報告について 

 （２）その他 

 

 

 

 

 

 

 



令和６年６月定例教育委員会会議録 

日時 令和６年６月２６日（水） 

午前９時００分 

場所 扶桑中学校        

１ あいさつ 

発言者 発言の要旨 

指導主事 

教育長 

１．あいさつということで、教育長先生お願いします。 

皆さん、おはようございます。夏至に入りまして、今は「菖蒲華（あや

めはなさく）」であり、風情を感じるところです。あまり雨が降らなくてあ

りがたいなと思っております。熱中症の心配な季節になりまして、救急車

での搬送が扶桑町でもありましたが、そのときの通学班の子供の対応が大

変良く、倒れた 6 年生の子に対して 3 年生の子たちがいろいろ機転をきか

せ、自分のお茶を飲ませたり、家に一旦帰ってお父さんに連絡したりと、

連携が良く、救急車の搬送までいきました。いざとなったときにそのよう

に動ける子というのは素晴らしいと思います。 

これから暑い日が続くので、熱中症をすごく心配してますが、今年は熱

中症の関係で特別警戒の指示が国から出ており、それぞれの学校でいろい

ろなものを即中止しなくてはいけないということがあります。実施して何

かが起こったというのは大変ですし、積み上げてきたものを変更するとい

うのも現場が大変です。今のところはまだそのようなことはないですが、

これから可能性があります。どうぞ本日もよろしくお願いします。 

 

２ 協議事項 

発言者 発言内容の要旨 

指導主事 

 

教育課長 

 

 

 

 

 

指導主事 

 

 

教育委員 

指導主事 

２．協議事項にうつります。（１）令和 6 年度 6 月要・準要保護児童

生徒の認定について、お願いいたします。 

別紙 1をご覧ください。令和 6年度準要保護認定について申請分の児

童生徒 7 人それぞれ認定要件区分を記載させていただきます。5 月から

の累計は児童 125 人、生徒 67 人、合計 192 人となります。内訳として

は柏森小学校 40 人、高雄小学校 42 人、山名小学校 19 人、扶桑東小学

校 24 人、扶桑中学校 43 人、扶桑北中学校が 24 人になっております。

以上です。 

今ご説明がありましたが、この件に関しまして、何かご質問ご意見等

ございますか。ないようですので、この件に関しましてお認めいただけ

ますでしょうか。 

はい。 

ありがとうございます。それでは、（２）後援依頼についてというこ



 

教育課長 

 

 

教育委員 

 

教育課長 

 

教育長 

 

教育委員 

 

教育委員 

 

 

教育委員 

 

 

教育課長 

 

教育委員 

 

教育委員 

 

 

 

教育委員 

教育課長 

 

教育委員 

教育課長 

教育長 

 

指導主事 

 

 

 

とでお願いいたします。 

1 件新規でありました。NPO 法人東海つばめ学習会より東海ツバメ学

習会扶桑教室として小中学校を中心とした児童生徒対象の無料塾が 5月

より既に開催しております。（資料より説明） 

お仕事をしている人や、学生さんがボランティアで日曜日にこの時間

だけ来て、勉強のわからないことを教えようという感じですか。 

そのようです。塾に通えないような子を対象にしたいという形です。

春日井市などで広く活動しているようです。 

催し物として捉えるには、どうかというところがあるので、そのあた

りもふまえてご意見をいただけたらなと思います。 

勉強がわからない子に教えるというボランティアの団体なら、悪いこ

とではないかなと思います。 

誰も知らないので、実際に受けている人たちの反応はどうなんだろう

と思います。行ってよかったなと皆さんが思っているのかどうかは気に

なります。 

営利的なものではないし、趣旨も比較的しっかりしているし、活動自

体はすごくいいですね。引っかかるところは、後援名義の要綱の催し物

という点です。 

単発的なものではなく、ずっと続いていくものということですので、

そのあたりがどうだろうなと思います。 

キャンプの後援をしますなどであればいいのですが、常時的な活動に

対して後援をするというのはかなり難しいのではないか。 

ボランティアで入っている方については、しっかりとチェックをして

いるのかどうかも気になります。言葉が悪いですが、最近の新聞でも子

どもに対する性犯罪の事件等が起きているので、そこがしっかりしてい

るかどうかは大切です。 

名古屋市は後援しているということですか。 

名古屋市は後援の要綱が違っていて、「事業」という書き方をしてあ

ります。1事業に対して後援となっており、催事とは書いていません。 

登録については、個人情報の面でも気にしないといけないですね。 

LINEアカウントが必須のようです。 

扶桑町教育委員会の後援要綱にはそぐわず、長期的なものは認めてな

いので、承認はしないという意見でよろしいですか。 

追加情報ですが、つばめ塾の扶桑教室のブログ内で扶桑中学校の広島

派遣の案内文が写真で載っています。学校に許可をとっていないところ

で写真をアップするのはまずいのではないでしょうか。また、教科書の

一部を写真に撮ってアップもしているので、この件も気になります。 



 

 

 

 

 

教育部長 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

教育委員 

指導主事 

教育長 

教育委員 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

教育委員 

 

教育長 

 

 

 

また、ＨＰにうたわれている文面の中で「言葉をなりわいにする指導

者が子供たちに対して生徒会議員選挙原稿や 3年生を送る会のスピーチ

原稿、また大人の世界でも地方議会の選挙等での応援応援演説などをボ

ランティアで還元してきた実績を生かして的確なアドバイスをいたし

ます」と書かれています。 

改めて、後援名義使用に関する要綱の最初の趣旨を読みます。この要

綱は、演劇、研究発表、体育、スポーツ、映画、その他の催し物のうち、

教育効果が認められるものに対する扶桑町教育委員会の後援名義使用

について必要な事項を定めるものとする。演劇、研究発表、体育、スポ

ーツ、映画、その他の催し物というのは並列みたいなものであり、単発

的なイベントという感じで捉えられます。よって、この要綱には当ては

まらないとお断りする方向ですかね。 

活動を否定するわけではないですが、本町教育委員会においてはこの

要綱の通り「演劇、研究発表、体育、スポーツ、映画その他催し物」と

いうように基準がありますので、後援は致しかねます。ということでい

いでしょうか。 

はい。 

（3）当面の諸課題についてということでお願いいたします。 

お願いします。学校教育についてです。（資料について説明） 

（学校訪問について教育委員より感想をいただく。タブレット端末の

活用について話題が出る） 

ネクストギガとして、国が補助金を出すのに、四つ条件を作っていま

す。その中には使用率を高めることだったり、アクセスが容易にできる

ネットワークの環境整備だったりがあり、それをクリアしている自治体

しかタブレットの補助金 5 万 5000 円は出さないということで、厳しい

状況はあります。まだ、タブレット端末機器の更新について、情報が定

まっていないため、未定な部分はありますが、それを補助金なしで行う

ことはまず不可能です。そのために今年度は研修を企画しています。 

「どこで、何を、委ねるか」ということを考える現職教育も必要かも

しれません。 

先生が主体の今までの一対多の授業から、先生は伴走者になって子供

たち 1人 1人が自分事で進めれるような授業を作っていかないといけな

い。 

生涯学習についてです。（資料をもとに説明） 

話題です。（資料を基に説明） 

 

 



３ 連絡事項 

発言者 発言内容の要旨 

指導主事 

教育課長 

生涯学習課長 

指導主事 

教育委員 

３．連絡事項で、（１）行事予定表についてお願いします。 

別紙２をご覧ください。学校教育より（学校教育課長より説明） 

生涯学習について。（生涯学習課長より説明） 

行事について、何かご質問ございますか。 

ありません。 

 

４ その他 

発言者 発言の要旨 

指導主事 

 

教育部長 

 

 

 

 

 

 

 

指導主事 

教育委員 

指導主事 

４．その他ということで、（１）6 月の定例会一般質問についてお願

いします。 

予算書の見方について、予算書の見方などを中学校のカリキュラムに

取り入れられないかという質問がありました。答弁としましては、小中

学校のカリキュラムは学習指導要領に基づき、丹葉地区で共通に教育課

程が作成され、それを参考に各学校で編成しております。国や地方公共

団体の政治の働きについて学ぶ機会はあるものの、町の予算に特化した

内容をカリキュラムに組み込むことは難しいと考えております。しか

し、総合的な学習の時間等において取り組むことは可能でありますと答

弁しました。以上です。 

この件に関して何かご質問よろしいでしょうか。 

ありません。 

では、これで６月定例教育委員会を閉じさせていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


